
 かんぽ生命の綾野でございます。

 本日は、かんぽ生命の「2022年3月期EV・ESR説明会」にご参加いただ
き、ありがとうございます。

 はじめに、お手元の資料に沿って、2022年3月末のEV、ESRに関するご
説明をし、その後、質疑応答とさせていただきます。

 1ページをご覧ください。



 EVの状況についてご説明します。

 当期末のEVは3兆6,189億円となり、前期末から4,072億円減少しました。

 修正純資産は、純利益による増加はあったものの、株主配当や2021年5月
に実施しました自己株式の取得により、前期末比2,840億円減の2兆927億
円となりました。

 保有契約価値は、外国金利上昇に伴う外国債券の含み益の減少等により、
前期末比1,231億円減の1兆5,261 億円となりました。

 当期の新契約価値は、2021年4月から2022年3月の金利水準の平均に近い、
2021年12月末の経済前提を用いて算出しております。

 新契約価値は、新契約獲得にはその多寡によらない一定の事業費等が必要
となるため、マイナス115億円となりました。また、新契約マージンはマ
イナス3.2 %となりました。

 当期末のEVについては第三者意見を取得しております。EVの詳細は、本
日公表の「2022年3月末ヨーロピアン・エンベディッド・バリューの開示
について」をご覧ください。

 2ページをご覧ください。
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 EVの変動要因はご覧のとおりです。

 主に外国金利等変動および将来の不確実性の増加による経済前提と実績の
差異により、EVは1,329億円の減少となりました。

 3ページをご覧ください。
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 ここでは、EVの感応度分析を記載しています。

 資産と負債のデュレーション・マッチングが進んだこと等から、リスクフ
リーレートの感応度は減少しております。

 4ページをご覧ください。
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 かんぽ生命の山崎でございます。ESRの状況についてご説明いたします。

 2022年3月末のESRは169%となりました。

 今般、弊社では2025年に予定されている新資本規制導入を見据え、ESR

の計測モデルを変更いたしました。

 この変更の結果、ESRの分母である統合リスク量が増加し、2021年3月末
のESRは31ポイント低下し、174％となりました。

 新モデルベースで見た１年間の変化といたしましては、2021年5月の自己
株式取得および株主配当により分子である資本量が減少し、ESRは17ポイ
ント低下しましたが、金利リスク量の削減等により統合リスク量が減少し
たことで緩和され、結果として前年度比でESRは5ポイント低下し169％
となりました。

 ESRの計測モデルの変更につきましては、新資本規制を見据えて規制標準
モデルの案である金融庁のフィールドテストの仕様を参考にしながら、対
応したところです。

 モデル変更により統合リスク量が増加した主な要因としては、税金の損失
吸収効果の減少とオペレーショナルリスク量の増加が挙げられます。

 モデル変更については、それ以外の構成要素である資産運用リスク、保険
引受リスク、契約者配当の損失吸収効果にも変更を加えており、結果とし
てESRはモデル変更によって減少することとなりました。

 ESRのモデルについては、今回の変更で終わりではなく、今後も、新資本
規制を見据えつつより合理的なモデルとなるよう変更を続けていく方針で
す。

 以上で説明を終わります。 4
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